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１
月
９
日
、
令
和
４
年
成
人
式
が
総
合
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
華
や
か
な
晴
着
や
初
々

し
い
ス
ー
ツ
姿
の
13
名
の
新
成
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
激
励

の
式
辞
・
祝
辞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
祝
辞
に
対
し
、
成
人
者
代
表
の
岩

橋
裕
城
さ
ん
は「
こ
う
し
て
成
人
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
支
え
て
く
れ
た
家
族
、

教
え
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
成
長

を
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域

の
方
々
、
そ
し
て
共
に
歩
ん
だ
仲
間
た
ち
の

お
か
げ
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
と
、
愛
別
町

で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
、
成
人
と
し
て
の
決

意
を
心
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん

で
い
き
ま
す
。」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
に
は
記
念
行
事
が
行
わ
れ
、
出

席
し
た
新
成
人
一
人
ひ
と
り
が
近
況
や
将
来

の
夢
を
語
り
、
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
保
護

者
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
よ
り
、
今

年
愛
別
町
の
応
援
大
使
と
な
っ
た
中
島
卓
也

選
手
と
、
郡
拓
也
選
手
か
ら
も
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
が
届
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
集
ま
っ
た
保
護
者
や
来
賓
全
員
で

新
成
人
の
新
た
な
門
出
を
祝
福
し
、
そ
の
輝

か
し
い
未
来
を
願
い
ま
し
た
。

令和４年成人式

町民憲章朗読　大野琳加さん答辞　岩橋裕城さん

新成人のみなさんおめでとうございます



梅津　里歩さん
▷現在は何をされていますか？
　社会人
▷成人を迎えて感謝の言葉を伝
えたいのは？
　友達です。１００歳になっても
友達でいたいです。
▷一緒に成人を迎える仲間たち
との思い出は？
　全部です。
▷今後の目標は？
　一人暮らしをすることです。

齊藤　万愛さん
▷現在は何をされていますか？
　役場に勤めています。
▷成人を迎えて感謝の言葉を伝
えたいのは？
　仲良くしてくれた友達です。
▷一緒に成人を迎える仲間たち
との一番の思い出は？
　皆と過ごした毎日が思い出で
す。
▷今後の目標は？
　お金を貯めて安定した生活を
送っていきたいです。

佐藤　優夏さん
▷現在は何をされていますか？
　専門学生
▷成人を迎えて感謝の言葉を伝
えたいのは？
　家族、お世話になった人、友
達へ「２０年間ありがとうござい
ました。迷惑しかかけてこなかっ
たけど、ここまで育ててくれて
ありがとうございました。」
▷一緒に成人を迎える仲間たち
との一番の思い出は？
　小学校時代は肝だめし。中学
時代はUNO。
▷今後の目標は？
　お金を貯める。好きなことし
て生きていきたいです。

成人式発起人を務めた皆さんに伺いました！



　
１
月
７
日
、
役
場
庁
舎
前
に
お
い
て
新

年
恒
例
の
愛
別
消
防
出
初
式
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
を
考
慮
し
、
屋
外
行
事
の

み
に
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

人
員
報
告
お
よ
び
観
閲
を
行
っ
た
あ

と
、
本
町
通
り
で
矢
部
統
監
を
は
じ
め
と

し
た
来
賓
が
見
守
る
中
、
消
防
団
員
は
引

き
締
ま
っ
た
表
情
で
分
列
行
進
を
行
い
ま

し
た
。

　
な
お
、
規
模
縮
小
に
伴
う
屋
内
行
事
の

中
止
に
よ
り
、
功
績
の
あ
っ
た
団
員
な
ど

に
対
し
て
の
表
彰
状
等
は
後
日
授
与
さ
れ

ま
す
。
各
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
４
年
愛
別
消
防
出
初
式

北
海
道
知
事
表
彰

◇
勤
続
20
年

　

部
長　
　
　

中
谷　

博
幸

　

班
長　
　
　

馬
渕　

健
二

　

班
長　
　
　

福
井　

祥
夫

　

班
長　
　
　

西
村　

和
美

　

団
員　
　
　

野
口　

善
友

◇
勤
続
10
年

　

団
員　
　
　

奥　
　

典
大　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
消
防
協
会
会
長
表
彰

◇
功
績
章

　

副
団
長　
　

柴
田　

充
則

　

分
団
長　
　

山
形　

昌
道

◇
勤
続
20
年

　

分
団
長　
　

小
山　

昌
彦

　

部
長　
　
　

片
桐　

和
樹

　

班
長　
　
　

富
樫　

正
行

◇
勤
続
10
年

　

班
長　
　
　

山
口　

靖
広

大
雪
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

◇
勤
続
20
年

　

分
団
長　
　

小
山　

昌
彦

　

部
長　
　
　

片
桐　

和
樹

　

班
長　
　
　

富
樫　

正
行

愛
別
町
長
表
彰

◇
勤
続
25
年

　

部
長　
　
　

鉛
口　

裕
二

　

部
長　
　
　

伊
藤　

章
一

　

班
長　
　
　

山
田　

昌
志

◇
勤
続
15
年

　

班
長　
　
　

矢
部　

博
美

　

団
員　
　
　

作
田　

峰
之

　

団
員　
　
　

中
富　

崇

　

団
員　
　
　

羽
野　

浩
司

　

団
員　
　
　

荒
川　

英
宣

◇
勤
続
10
年

　

班
長　
　
　

山
口　

靖
広

◇
勤
続
5
年

　

団
員　
　
　

田
邊　

計
吾

　

団
員　
　
　

井
上　

雄
太

　

団
員　
　
　

中
山　

愛
紀

　

団
員　
　
　

中
嶋　

涼
平

　

団
員　
　
　

谷
本　

拓
斗

　

団
員　
　
　

岡
田　

恭
兵

　

団
員　
　
　

鉢
呂　

真
人

　

団
員　
　
　

沼
田　

義
弘

◇
協
力
員
感
謝
状

　
　
　
　
　
　

鉛
口　

佳
奈
子
様

　
　
　

 　

   　

伊
藤　

洋
子　

様

　
　
　
　
　
　

山
田　

直
美　

様

消
防
庁
長
官
退
団
者
感
謝
状

　

元
分
団
長　

秋
葉　

隆
司　

様

　

元
部
長　
　

渡
邉　

定
春　

様

表
彰
状
・
感
謝
状
受
賞
者



　
旭
川
東
交
通
安
全
大
使
、
あ
い
ち
ゃ
ん

マ
ン
で
す
。

　
「
あ
お
り
運
転
」
は
犯
罪
で
す
。

　
相
手
を
妨
害
す
る
た
め
に
、
不
要
な
急

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
り
、
幅
寄
せ
等
を
す

る
行
為
は
、
交
通
事
故
に
繋
が
る
危
険
な

行
為
で
す
。

　
思
い
や
り
と
ゆ
ず
り
合
い
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
人
と
環
境
に
優
し
い
運
転
を

し
ま
し
ょ
う
！

　
気
象
台
で
は
低
温
に
よ
る
農
作
物
の
被

害（
夏
期
）
や
水
道
管
の
凍
結・
破
裂
な
ど

に
よ
る
被
害（
冬
期
）
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
き
に「
低
温
注
意
報
」
を
発
表
し

ま
す
。

　
具
体
的
な
発
表
基
準
は
季
節
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
4
月
か
ら
6
月
、
8
月
中

旬
か
ら
10
月
ま
で
は
平
均
気
温
が
平
年
よ

り
6
℃
以
上
低
い
、
7
月
か
ら
8
月
上
旬

は
気
温
が
14
度
以
下
が
12
時
間
以
上
継
続

な
ど
、
稲
作
な
ど
の
農
業
関
係
に
影
響
を

及
ぼ
す
気
温
が
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
か
ら
3
月
ま
で
は
最
低
気

温
が
平
年
よ
り
12
℃
以
上
低
い
と
予
想
す

る
場
合
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
冬
期
間
の
低
温
の
要
因
は
、
上
空
に
強

い
寒
気
が
入
る
こ
と
、
冬
型
の
気
圧
配
置

が
緩
み
内
陸
部
を
中
心
に
晴
れ
、
地
表
面

の
熱
が
奪
わ
れ
る
放
射
冷
却
現
象
が
起
こ

る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
1
月
下
旬
か
ら
2
月
中
旬
の
時
期
に
低

温
注
意
報
が
発
表
さ
れ
る
と
、
マ
イ
ナ
ス

25
℃
か
ら
30
℃
以
下
の
厳
し
い
冷
え
込
み

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
水

道
管
の
凍
結
・
破
裂
な
ど
に
注
意
を
し
て

下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
旭
川
地
方
気
象
台

　
☎
０
１
６
６
‐
3
2
‐
７
１
０
２

　
旭
川
地
方
気
象
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w
w
.data.jm

a.go.jp/
asahikaw

a/index.htm
l

交
通
安
全
大
使
あ
い
ち
ゃ
ん
マ
ン
か
ら
の
お
願
い

　
令
和
３
年
に
愛
別
町
内
で
発
生
し
た
火
災
件
数
は
２
件
で

前
年
と
比
べ
て
１
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
救
急
出
動
件
数
は

１
６
８
件
で
32
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
寒
さ
は
続
き
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
の
使

用
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
暖
房
機
器
を
は
じ
め
調
理
器
具
、
電

気
機
器
、
タ
バ
コ
等
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
、
火
災
が
発

生
し
な
い
よ
う
、
ご
家
庭
で
の
火
の
用
心
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 消

防
水
利
の
除
雪
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

出
動
件
数

不
搬
送

搬
送
人
数

種 別

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

自
損
行
為

急
病

そ
の
他

件数 １６８ １４ １５４ ９ ３ ０ ２８ １ １０９ １８

令和３年中の救急出動件数

令和３年中の火災発生件数
火 災 種 別 件 数
建 物 火 災 １
車 両 火 災 １

令
和
３
年 

火
災・
救
急
出
動
件
数

　

愛
別
消
防
署
で
は
、
町
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
消
防

水
利
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
定
期
的

に
水
利
点
検
や
水
利
周
辺
の
除
雪
を
行
っ

て
い
ま
す
。
職
員
が
巡
回
す
る
と
、
付
近

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
多
く
の
場

所
が
既
に
除
雪
さ
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　

日
頃
よ
り
消
防
水
利
等
の
維
持
管
理
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
消
防
職
員
一
同
、
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

「
低
温
注
意
報
」
に
つ
い
て



　
生
活
や
仕
事
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
を

対
象
に
「
生
活
・
仕
事
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
。「
生
活
に
困
っ
て
い
る
の
で
相

談
に
の
っ
て
ほ
し
い
」「
働
き
た
い
け
ど

就
職
先
が
見
つ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
生
活

や
仕
事
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
な
ん

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

　
２
月
24
日
（
木
）

　
①
13
時
〜
13
時
50
分

　
②
14
時
〜
14
時
50
分

▽
場
所

　
総
合
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
期
限

　
２
月
22
日
（
火
）
15
時
ま
で

※
鷹
栖
町
・
比
布
町
・
当
麻
町
・
上
川
町

で
も
相
談
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
お

好
き
な
会
場
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
日
時
・
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事

業
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
自
立
相
談
支
援
事
業
所　

　
か
み
か
わ
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
６
６
‐
３
８
‐
８
８
０
０

　
℻  
０
１
６
６
‐
３
３
‐
０
０
２
１

　
（
メ
ー
ル
）anshin@

kam
ikaw

a19.
hokkaido.jp

生
活
・
仕
事
相
談
会
を
行
い
ま
す

予約制
相談無料

　

愛
別
小
学
校
お
よ
び
愛
別
中
学
校
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
活
動
や
教
育
・

環
境
活
動
に
対
す
る
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
長
年
培
わ

れ
た
経
験
や
熟
練
の
技
術
、
地
域
に
あ
る

豊
富
な
教
育
力
を
、
愛
別
の
子
ど
も
た
ち

の
為
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
ぐ
る

み
で
子
ど
も
達
を
育
て
る
活
動
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

　
学
校
の
要
請
に
応
じ
て
『
で
き
る
人
が
、

で
き
る
時
に
、
で
き
る
こ
と
を
』
自
発
的

に
無
理
な
く
支
援
す
る
無
償
で
の
活
動

で
、
地
域
学
校
協
働
本
部
に
登
録
さ
れ
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
子
ど
も
達
と

一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
自
身

も
元
気
が
も
ら
え
る
活
動
で
す
！

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
さ
れ
ま
す
と
、

学
校
支
援
の
活
動
に
対
す
る
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
保
険
」
に
加
入
し
活
動
中
の

ケ
ガ
等
が
補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
保

険
料
は
地
域
学
校
協
働
本
部
が
負
担
し
、

一
度
登
録
さ
れ
た
方
は
、
毎
年
自
動
更
新

さ
れ
ま
す
。）

　
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
は
、
教
育
委
員
会
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
登
録
申
込
書
を
お
渡
し
し

ま
す
。

●
主
な
活
動

《
学
習
活
動
を
支
援
・
補
助
す
る
活
動
》

〇
ド
リ
ル
学
習
の
丸
付
け

〇
農
園
活
動
の
支
援

〇
読
み
聞
か
せ

〇
水
泳
授
業
補
助

〇
ス
キ
ー
授
業
補
助

〇
家
庭
科
実
習
補
助　
　

〇
習
字
、
図
工
指
導　
　

〇
校
外
学
習
引
率
補
助

〇
昔
の
話
、
伝
承
遊
び

〇
体
力
測
定
補
助

〇
ク
ラ
ブ
活
動
指
導　

《
環
境
を
整
備
す
る
活
動
》

〇
図
書
の
整
理
・
図
書
室
の
環
境
整
備　
　

〇
登
下
校
時
の
安
全
指
導
・
見
守
り

〇
花
壇
整
備
・
除
草　
　

〇
清
掃
作
業
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備　
　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　
☎
６
‐
５
１
１
５

地
域
学
校
協
働
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　皆さまが納める保険税は、皆さまが病気やケ
ガをした時の費用に充てられます。保険税は、
納期限までに納めましょう。
　なお、口座振替により納付されている方は、
２月２８日（月）にご指定の口座から振替をいた
しますので、事前に残高の確認をお願いいたし
ます。
●町税の納付には口座振替が大変便利です
　口座振替制度は、あなたの指定した金融機関
の預貯金口座から、納期限日に自動引き落とし
により納税することができる制度です。手数料
も不要で、納期のたびに納税に出向く必要や、
納め忘れ等の心配がなく、安全・便利・確実な
制度です。ぜひ口座振替制度をご利用ください。
　手続きは、旭川信用金庫愛別支店、上川中央
農業協同組合本所または愛別郵便局で行えます。

■問い合わせ先
　税務住民課税務係　☎６‐５１１１（内線１１７・１１８）

国民健康保険税第８期分の
納期限は２月２８日（月）です



　
自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日
現
在

の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で

す
。

●
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
な

ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更
登
録
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手
続
き

が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転
登
録
）

・自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き
（
抹

消
登
録
）

　
令
和
4
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
納
税

通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、

３
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は
…

　
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部
に
ご
連

絡
い
た
だ
く
か
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
自
動
車
税
種
別
割
の
住
所
変
更
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　
☎
０
１
１
‐
７
４
６
‐
１
１
９
０

　
＊
自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/

sm
/zim

/address/index.htm
l

　
令
和
４
年
３
月
12
日
か
ら
、
石
北
線
の

上
川
〜
旭
川
間
に
Ｈ
１
０
０
形
車
両
が
導

入
さ
れ
ま
す
。

　
新
型
車
両
は
、
エ
ア
コ
ン
が
完
備
さ
れ

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
車
両
よ
り
も
快
適

に
ご
乗
車
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
乗
降
ド
ア
は
ご
自
分
で
開
閉
操
作
し

て
い
た
だ
く
車
両
と
な
り
ま
す
。

　
開
閉
方
法
は
、
お
客
様
ご
自
身
で
先
頭

車
両
の
ド
ア
横
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
乗
り

降
り
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
各
駅
舎
の
掲
示
ポ
ス
タ
ー

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
で
出
す
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
『
包
丁
』『
カ
ミ
ソ
リ
』

『
カ
ッ
タ
ー
』『
の
み
』
等
の
刃
物
類
は
、

作
業
員
が
ケ
ガ
を
負
う
可
能
性
が
高
い
の

で
、
厚
紙
な
ど
で
包
ん
で
か
ら
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●「
粗
大
ご
み
」
で
出
す
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
『
鉄
げ
た
』『
ダ
ン
ベ
ル
』『
斧
』

『
ま
さ
か
り
』
等
の
鉄
塊
物
に
つ
い
て
は
、

破
砕
機
を
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
確

実
な
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

●「
有
害
ご
み
」
で
出
す
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
『
マ
ッ
チ
』『
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
』

『
ラ
イ
タ
ー
』
等
の
可
燃
物
に
つ
い
て
は
、

パ
ッ
カ
ー
車
（
ご
み
収
集
車
）
や
破
砕
機

で
火
災
や
爆
発
と
い
っ
た
事
故
を
引
き
起

こ
す
場
合
が
あ
る
の
で
、
確
実
な
分
別
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
愛
別
町
外
3
町
塵
芥
処
理
組
合

　
☎
６
‐
５
１
９
４

　
税
務
住
民
課
生
活
環
境
係

　
☎
６
‐
５
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

自
動
車
税
の
住
所
変
更
を
忘
れ
ず
に
！

危
険
な
ご
み
を
捨
て
る
と
き
の
お
願
い

Ｊ
Ｒ
新
型
車
両
の
導
入
に
つ
い
て



「あいべつショップ」
インスタグラムQRコード

「あいべつショップ」
ツイッターQRコード

第1３号

藏前隊員

熊倉隊員

谷合隊員

成人式の様子 出初式の様子

熊倉隊員が運営している
「あいべつショップ」の SNSは
こちらからご覧になれます！

情
報
発
信
業
務

特
産
振
興
業
務

　
こ
ん
に
ち
は
、
本
格
的
な
冬
に
な
り
、
気
象
予

報
も
毎
日
の
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。「
雪

よ
降
ら
な
い
で
く
れ
・
・
・
。」
と
思
う
日
々
が
続

き
ま
す
。

　
さ
て
、
情
報
発
信
業
務
で
は
、
先
月
も
町
内
の

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
へ
取
材
に
伺
い
ま
し
た
。
２
年

ぶ
り
に
行
わ
れ
た
出
初
式
や
20
歳
を
迎
え
た
若
者

の
晴
れ
姿
が
輝
く
成
人
式
の
様
子
な
ど
を
し
っ
か

り
と
カ
メ
ラ
に
収
め
ま
し
た
。
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
内
容
は
、
役
場
内
で
編
集
し
、
旭
川
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ『
ポ
テ
ト
』
の『
あ
い
べ
つ
ト
ピ
ッ
ク

ス
』
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
る
予
定
で
す
。　
　
隊
員
が
、
Ｉ
Ｔ
関

係
の
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
奮
闘
し
て
い

ま
す
。

　
町
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
も
随
時
更
新

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
愛
山
で
ビ
ー
ツ
の
管

理
や
地
域
支
援
を
行
っ
て
い
る
藏
前
で
す
。
年
明

け
か
ら
、
な
ぜ
か
運
が
つ
い
て
な
い
こ
と
が
多
く

て
、
厄
年
で
は
な
い
の
で
す
が
、
厄
払
い
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
さ
て
、
今
年
は
新
し
く
一
緒
に
特

産
品
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
熊
倉
隊
員
と
一
緒

に
ビ
ー
ツ
の
管
理
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
シ
ー

ル
貼
り
や
在
庫
管
理
な
ど
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
支
援
も
引
き
続
き
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
藏
前
）　

　
こ
ん
に
ち
は
、
最
近
は
、
趣
味
の
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
、
熊
倉
で
す
。
現
在
、
私

は
産
業
振
興
課
内
で
、
ビ
ー
ツ
を
町
の
新
た
な
特

産
品
に
す
る
た
め
、
販
路
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ビ
ー
ツ
の
販
売
サ
イ
ト
や
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
様
々

な
方
と
交
流
す
る
た
め
に
パ
ソ
コ
ン
と
に
ら
め
っ

こ
し
た
り
、
ビ
ー
ツ
を
扱
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
様
々
な
事
業
所
へ
声
か
け
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
熊

倉
）

あいべつショップ

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告



☆☆

■問い合わせ先　保健福祉課保健推進係　☎６-５１１１（内線１３５）

※生活習慣病に関する詳しい情報は、「一般社団法人 日本生活習慣病予防協会ホームページ」をご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
http://www.seikatsusyukanbyo.com/

　生活習慣病の予防やウイルス・細菌などの外敵に負けない体をつくるためには、バランスの良い食生活
で免疫力を高めることが必要です。免疫細胞の大部分は、小腸と大腸を合わせた腸管に集中しています。
腸内環境を整えて免疫力をアップさせるために腸の働きを良くする食品を積極的にとりましょう。
●発酵食品・・・納豆、ヨーグルト、みそ、キムチ、ぬか漬けなど
●海藻類・・・・わかめ、ひじき、昆布、もずくなど
●その他・・・・きのこ類、大豆、いも、ごぼう、こんにゃく、人参など
さまざまな栄養素をとり、腹八分で偏りのない食生活は生活習慣病の予防のためにも必要です。

●２月１５日（火）旭川がん検診センターで実施される女性の健（検）診があります。バスの送迎があります
のでご活用ください。ご予約は、保健福祉課保健推進係☎ 6‐５１１１（内線１３５）まで。
●３月３１日（木）まで旭川がん検診センターでの個人受診が出来ます。
ご予約は、旭川がん検診センター予約専門フリーダイヤル☎０１２０-９７２-４８９まで。
●３月３１日（木）まで旭川の医療機関で特定健診（国保加入の４０歳～７４歳の方が対象）を５００円で受診
することが出来ます。まだ受診されていない方は、かかりつけの病院等で特定健診を受診しませんか？実
施している医療機関が決まっています。ご希望の方は、保健福祉課保健推進係☎ 6-５１１１（内線１３５）ま
でお問い合わせください。
※受診を希望される方はいずれも町で発行する受診券が必要です。

202２年のスローガンは　「多接」　多くの人・こと・ものとつながる！

生活習慣を整えて免疫力を高めましょう

まだ間に合います！健康診断

今月の担当
鈴木栄養士

　「生活習慣病」の多くは、発病してもかなり進行するまで自覚症状がほとん
ど現れません。
　そのため健康診断などで生活習慣病のリスクを指摘されたり、検査結果が病
気の診断基準に達するほどの異常値であっても自覚しにくいものです。年に 1
回は健康診断を受け、生活習慣の改善に取り組みましょう。生活習慣の改善の
具体策は「一無（禁煙）、二少（少食・少酒）、三多（多動・多休・多接）」です。

こんな時だから
つながる！

熱中できる仕事
を見出す！

継続できる
趣味をもつ！

社会貢献で人
とつながる！

きっと僕も私も！
目的や夢を持つ！

リフレッシュでき
る趣味をもつ！



　１２月２１日、幼児センターにてクリスマス会が行われました。先生によるペープサート（紙人形劇）
を楽しんで、みんなで歌をうたい、手作りのクリスマスツリーを完成させました。すると鈴の音と
ともにサンタクロースとトナカイが登場し、子どもたちは大喜び！子どもたちの笑顔が輝く一日と
なりました。
　なお今回は、幼児センター父母と職員の会からのプレゼント、先生方の手作りのプレゼントのほ
かに、愛別ブロック工業株式会社様、株式会社住友商店様、有限会社愛別清掃様、有限会社太田興
業様より幼児センターへ、子どもたちが遊ぶためのおもちゃをいただきました。４社様からのご厚
意に感謝申し上げます。

　１２月２４日に愛別町米麦生産振興協議会様より、
１２月２８日に有限会社協和農産様より、それぞれ愛
別町産のもち米を使って作られた鏡餅を寄贈いただ
きました。
　寄贈いただいた鏡餅は、新たな年の多幸を願い、
役場庁舎１階ロビーに飾らせていただきました。あ
りがとうございました。

米麦生産振興協議会様(有 )協和農産様



　愛別商工会女性部がこれまでの地域振興事業
や社会貢献活動が認められ、令和３年度全国商工
会連合会長賞を受賞しました。
　１２月８日、愛別商工会館にて長屋会長より、
女性部長の梅津眞弓さんへ表彰状の伝達が行わ
れました。梅津さんは「これからも地域社会に貢
献できるよう部員一丸となって取り組んで参り
たいと思います。」と抱負を述べられました。



～比べないのは当たり前、みんなで上がろう愛の地域（ぶたい）～

第９８号「身だしなみ講習会について」
　あいべつ校では、社会人としてふさわしい身だしなみを学
ぶ機会として毎年、３学年生徒を対象に「身だしなみ講習会」
を実施しています。今年度は１２月６日に資生堂ジャパン株式
会社から講師の先生２名をお招きし、講習会を開催しました。
　講習会では、相手に良い第一印象を与えるために清潔感の
大切さや TPOに合わせたヘアメイクについて教わりました。
日常的にマスクを着用し、顔の半分を隠してコミュニケーショ
ンをとる機会が増えた今、目もとや眉が特にポイントになるということも知ることができました。
　生徒が心待ちにしていた実践タイムでは、資生堂の商品をお借りしてスキンケアやヘアメイク、ヘアセット
を行いました。慣れない動作に緊張した様子が見られましたが、鏡を見ながら真剣に取り組む姿や積極的に質
問したりする姿がとても印象的でした。今回学んだことを卒業後の生活に生かしてほしいと思います。
（３学年担当：山形洋美）

■相談窓口・問い合わせ先
・上川中部基幹相談支援センター　　当麻町３条東２丁目１１番１号（当麻町役場内）
☎：０１６６‐８４‐７１１１　FAX：０１６６‐８４‐７３３３　メール：kitayon@potato.ne.jp
・虐待防止センター専用電話　☎：０１６６‐８４‐７２２２（２４時間対応）

「バリアフリー」ってなに？（２）

　情報の伝え方が不十分であるために、必要な情報が平等に得られないバリアのことです。
　●たとえば…
　　点字や手話通訳のない講演会や音声のみによるアナウンスやわかりにくい、難しい言葉は、
　目や耳が不自由な方には伝わりにくいことがあります。

③文化・情報でのバリア

　周囲からの心ない言葉、偏見や差別、無関心など、障がいのある人を受け入れないバリアの
ことです。
　●たとえば…
　　障がいのことを理解せずに決めつけたり、障がいのある人のことを考えず、点字ブロック
　の上に荷物を置いてしまうことがあります。

④意識上のバリア

　バリアフリーの「バリア」とは生活の支障となる障壁を意味し、その障壁を取り除いた状態を「バリアフリー」
と呼びます。以前は、障壁（バリア）を取り除く（フリー）という意味で、建築用語として使われていましたが、
現在では、障がいのある人や高齢者だけでなく、“すべての人に対して社会参加を困難にしているバリアを取り
除く ”という広い意味で使われています。

きたよん相談日を開設します
　共生型交流館「ぽんて」に相談窓口を次のとおり設置します。当日は、障がいに関するさまざまな相談に上川
中部基幹相談支援センターきたよんの職員が対応します。事前予約は不要ですのでお気軽にお立ち寄りください。

■問い合わせ先
　保健福祉課福祉係　☎６-５１１１（内線１３８）

▷日時　　２月１４日（月）１３：３０～１５：３０
▷場所　　共生型交流館「ぽんて」（愛別町字本町１７０番地）

　バリアは、前回紹介した①物理的なバリア、②制度的なバリアと今回紹介するバリアを合わせて４つあります。



以上の方々から愛別町社会福祉協議会に寄附がありました。

☆香典返しを廃して
　故　田上　美代子　様の葬儀に際して　北町３区　田上　茂夫　様

　みなさんこんにちは！
　もう２月だなんて信じられません。健康で暖かく過ごされていることを願っています！私は愛別での冬が楽
しみだと言いましたが、まだどれだけの雪が降るのか想像できません！それも悪くはないですけれどね。
　冬休みに札幌・小樽・富良野に行ってきました！札幌や小樽に行ったことはありますが、富良野は初めてで
した。ずっとニングルテラスを見たいと思っていたので、ようやく見ることができてよかったです！過去６～
７年間、一人旅は私の生活の大きな部分を占めていましたが、新型コロナウイルスが世界中で流行しているた
め、当然ながら最近はできていません。この冬、初めて行く、美しい場所を見ることができて嬉しかったです！
２０２２年はもっと多くの冒険ができることを願っています。愛別で私に会ったら、遠慮なく声をかけてほし
いです！
　もっとお会いできることを楽しみにしています。

Hello everyone!

Over winter vacation I traveled to Sapporo, Otaru, and Furano! 

I had been to Sapporo and Otaru before, but Furano was a 

new experience for me. I had wanted to see Ningle Terrace for 

a long time, and I’m glad that I was finally able to do so! Solo 

travel has been a big part of my life for the last 6 or 7 years, but 

with COVID-19 still active in the world, it’s understandably more 

difficult to do so these days. I’m grateful to have been able to 

see new, beautiful places this winter! I hope 2022 can be filled 

with many more adventures around Japan. If you see me around 

Aibetsu, please don’t hesitate to say hello! I look forward to 

meeting more of you.

I can’t believe it’s February already. I hope that you have been staying healthy 

and warm! I said I was excited for winter in Aibetsu, but I don’t 

know if I was ready for how much snow there would be! I can’t 

complain though. 

■おくやみ
行政区 死　亡　者 満年齢 死亡月日
北町４区 　田　上　美代子さん ９４ １２月２４日
豊里１区 　佐　藤　德　廣さん ９０ ２１月１３日

■うぶごえ
行政区 あかちゃん 誕生日 保護者

南町４区 　福　井　美
み ゆ

あ釉ちゃん １２月３７日 祥０夫 さん・彩０香 さん

北町３区 　澤　田　蒼
そ う ご

あ梧　くん １２月１６日 梨０知 さん・ありさ さん

南町２区 　大　石　歩
ふ ゆ い

あ由ちゃん ２１月１１日 輝０宣 さん・０円０ さん

１２月末現在・（　）内前月比
男 １,２２６ 人（＋４）
女 １,３８６ 人（＋５）
計 ２,６１２ 人（＋９）
世帯数 １,３２１ 世帯（＋５）

※「戸籍の窓」欄
への掲載の申し
込みは、各届出
時に税務住民課
戸籍年金係へお
申し出ください。



■発行・編集
　愛別町総務企画課情報発信係
　〒０７８-１４９２
　北海道上川郡愛別町字本町１７９番地
　☎０１６５８-６-５１１１（代表）
■印刷
　㈱須田製版　旭川支社

□ホームページ
　http://www.town.aibetsu.hokkaido.jp/
□Ｅメール
　aibetsu@town.aibetsu.hokkaido.jp

『広報あいべつ』は、愛別町ホームページでも公開しているほか、旭川ケー
ブルテレビポテトでも放送しており、写真等がカラーでご覧いただけます。

Ｔｗｉｔｔｅｒ

Ｆａｃｅｂｏｏｋ

公式YouTube
チャンネル Ｉｎｓｔａｇｒａｍ

愛別町公式ＳＮＳもよろしくお願いします
　愛別町では、ＳＮＳを利用した情報発信を行っています。下記QRコードか
ら、ぜひご覧ください！

LINE 公式アカウント

■新年が始まると何にでも「初」
という言葉をつけるとめでたく
感じられます。例えば、「初夢」、
「初日の出」、「初売り」は良く
聞く言葉ですが、「初お菓子」、
「初焼肉」、「初カレー」…。な
ど、食べ物につけると、普段食
べているメニューが、なんとも
おめでたく感じます。「初」を
探すときりがないもので、「初
カレー」の中にも、「初にんじ
ん」や、「初ひき肉」も入って
いたりもします。食べるのが楽
しくなってきますね。ただ、食
べすぎには注意したいところで
す。（谷合）

　町内各所に、取材のため写真撮影にお伺いさせていただいています
（担当職員は『広報』の腕章を付けています）。撮影した写真は広報紙に
掲載させていただくほか、町のホームページやＳＮＳにも掲載させてい
ただきます。また、動画を撮影させていただく場合もあります。撮影し
た動画は旭川ケーブルテレビポテトで放送している「きのこの里あいべ
つトピックス」やＹｏｕＴｕｂｅで使用させていただきます。ご理解とご
協力のほどよろしくお願いいたします。

撮影にご理解とご協力をお願いいたします


